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０． はじめに
女書作品は，湖南省江永県上江墟一帯の女性たちによって女文字で書
かれた詩歌体の作品であり，そのうちのほとんどが七言句の歌である。
その内容は主に女性たちの日常生活における喜怒哀楽の感情，身の上の
惨めな境遇などを書き綴ったものである。
彼女たちは，紙やハンカチや扇子などに書いた女書作品を，女性の親
族や「結拝姉妹」①に記念品としてプレゼントする。しかも，彼女たち
は単に書いたものを渡して気持ちを伝えるだけではなく，かならずその
作品を歌って気持ちを伝えるのである。語りかけるように交互に歌う場
合もあるし，ときにはその場にいる女性全員がいっしょに歌う場合もあ
る。彼女たちはそれを「読紙読扇」②と呼び，独特な旋律で自分の感情
を相手に伝えている。したがって，女書文化を研究するには，この独特
なメロディに対する研究を除外することはできない。
筆者は２００２年に「女書創作作品のメロディとリズムについて」（『成城
文藝』第１７３号）という拙論を発表し，初めて女書作品のメロディを議論
した。
その拙論では，標題のとおり，女書の創作作品，すなわち「三朝書」
③，「結交老同書」④，「自伝書」⑤などの，書き手が自分で創作した歌
を歌うメロディを対象としたにすぎない。しかし，女書作品の中には，
そのほかに，伝説の物語や民謡や現地伝統の民歌，及び結婚や祭りのと
きにだけ歌う伝統的な歌などを女文字で記録したものが多く含まれる
（以下，筆者はそういった作品を伝承作品と称する）。
それらの伝承作品も，創作作品と同じく「読紙読扇」のメロディで歌
うのか，それとも違うのか。この問題を明らかにするために，この春と
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夏２度わたって江永県に赴いて現地調査を行った。この小論では，その
調査結果に対する考察を踏まえながら女書の伝承作品のメロディや創作
作品との相違点を考えたいと思う。
１． 女書作品の分類
上に述べたとおり，女書作品は創作作品と伝承作品に分かれていると
筆者は考えている。議論の便宜上，まずその分類の概念を整理しておこ
う。
『中国女書集成』（趙麗明主編，１９９２年，清華大学出版社）では，女書作
品を以下のように十の種類に分けた。
１ 賀三朝書
２ 自伝訴苦歌
３ 結交老同書
４ 伝説叙事歌
５ 祭祀歌
６ 婚嫁歌
７ 民歌
８ 謎語
９ 翻訳作品
１０ 手紙文
上の９の翻訳作品を見ると，ほとんどが伝説の物語であって，４の伝
説叙事歌と内容の上では区別しがたい。９の翻訳作品は漢字で記録され
ている点が４～８の作品と異なっている。４～９の内容のほとんどは，
伝説の物語や現地の民謡か民歌，または結婚や祭りのときに歌う伝統的
な歌であり，つまり現地で伝わっている歌を女文字で記録または翻訳し
たものなのである。
このような観点から，筆者は今回の調査のため，趙氏の十の分類を大
きく二つにまとめなおした。
１） 創作作品――１～３及び１０のように，書き手が自分で作った
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歌。
２） 伝承作品――４～９のように，民間に伝わっているものを女
文字で記録または翻訳した歌。
２． 創作作品にみえるメロディの特徴
女書伝承作品のメロディについて述べる前に，まず，筆者がいままで
研究した創作作品にみえるメロディの特徴を紹介しておく。前稿では，
次のように特徴をまとめた⑥。
１） 女書創作作品のメロディは，個々の歌によって違うだけでな
く，歌い手によっても違っている。
２） 女書創作作品のリズムは，基本的に３／４拍子だが，歌詞の配
置や，非定型詩句によって，恣意的に変えられる。
３） メロディとリズムを変える場合は，“意味のリズム”を優先的
に考える傾向が強い。
４） 女書作品の多くは，４つ或いは５つの決まった音からなる旋
法
――女書旋法にしたがって歌われる。
５）「女書旋法」に属する音ならば，歌い手はその組み合わせを自
由にアレンジすることができる。
以上が前稿の結論だったが，ただしそこでの研究対象は何艶新と何静
華２名の女書伝承者の歌で，しかも各曲⑦の最初の４句だけを調査対象
としたのであった。ところが，歌全曲を調査対象とした今回の調査結果
と，『一冊女書筆記』（羅婉儀著，２００３年，香港新婦女協進会出版）について
いる「女書歌 CD」⑧の音声資料から，さらに新しいことがわかった。
それは，「読紙読扇」の曲調は，往々にして一対の上・下句を基本単
位とし，さらに下句の最後の“托腔”（長く引っ張る拍節のこと）を上り
調子か下り調子で歌われている。どの歌い手もこの二通りの上下句の曲
調で繰り返して歌っているのである。
前述したように，女書作品のほとんどは七言句の歌である。作品の長
さは統一されず，短いものは十数句か数十句，長いものでは百句または
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数百句にのぼる歌もある。したがって，普通の歌のように，一定の曲調
によって，１番２番…のように繰り返して歌うことが難しい。そうかと
いって，メロディの規則性がまったくないと，大勢でいっしょに歌うこ
とはできなくなる。しかし，決まった上下句二通りのメロディで繰り返
して歌うなら，簡単にできるのである。たとえば，「女書歌 CD」に収
録された１６曲をみても，下の句最後の“托腔”の調子は，歌や歌い手に
よって昇降調の変化が全部異なっている。
この点は，筆者が前稿で出した「恣意性が強い」という結論の裏付け
になるようだが，大勢で歌うときにどう合わせるかを考えると，きっと
何か規則性があるに違いない。いまの段階では，どのように上り調子と
下り調子の組み合わせが決まるのか，まだはっきりわかっていない。こ
れを今後の研究課題にしたいと思う。
３． 調査概要
３．１ 調査目的
以上述べてきたように，創作作品は上下句の曲調で繰り返して歌う「読
紙読扇」の曲調に対して，比較的歌詞が決まっており叙事歌ではない歌
が多く含まれる伝承作品も，同じように歌うのか。それを今回の調査の
目的とした。
３．２ 調査実行日
第一回目：２００４年３月２１日～２６日（６日間）
第二回目：２００４年９月５日～７日（３日間）
３．３ 調査地
湖南省江永県の銅山嶺農場，上江墟鎮河淵村，蕭蒲鎮（前“城関”）（右
のページの地図を参照されたい）。
３．４ 被調査者及び調査内容
１） 陽煥宜（右のページの写真の右側），１９０５年生まれ，２００４年９月逝去。
享年９８歳。江永県上江墟鎮陽家村人。当時最年長の女書伝承者。
亡くなる前日まで，訪ねて来た人に女書の歌を歌ったという。
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女文字の伝播域
注）『中国女文字研究』（遠藤織枝著，２００２年，明治書院）第一章による。
左は筆者，右は陽煥宜。２００４年３月
蕭蒲鎮陽氏の自宅にて。
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歌は『十打』⑨（体調がよくないため，“三打”まで歌った。）。
２） 何艶新，１９４０年生まれ，６４歳。江永県上江墟鎮河淵村人。少女時
代に祖母から女文字を習い，女書伝承者である。
歌は『十更愁』⑩（悲しくなる理由で“三更”までしか歌わなかった）、
『孟姜女送夫』⑪。
３） 何静華，１９３８年生まれ，６６歳。渓州尾村人。若いころ，よく上江
墟一帯に住んでいた叔母の家に刺繍を習いに行き，そこで多くの
歌も覚えた。女文字は近年資料や，女書が書ける研究者たちに
習ったのである。江永県政府が最近承認した新人女書伝承者の一
人である。
歌は『十繍』⑫、『五更愁』⑬、『哭嫁歌』⑭、『小歌堂上庁歌』⑮。
４） 蒲麗娟，１９６８年生まれ，３６歳。蕭蒲鎮人。何静華の娘。現在，女
書文化がさかんな時期の“歌堂文化”⑯と女性たちが歌いながら
“女紅”⑰をする場面を再現するため稽古中。
歌は『十繍』、『嫂嫂厭妹妹』⑱、『青山鳥子』⑲。
５） 蒲秀奎，生年月日不詳。蕭蒲鎮人。長年女書文化を研究してきた
民間学者周碩沂の妻。昔の歌は少しできるが，女文字の読み書き
はまったくできない。
歌は『哭嫁歌』。
３．５ 調査方法
被調査者に，伝承作品の中の，特に“坐歌堂”⑳のときによく歌われ
る代表的なものを数曲歌ってもらい，それをテープやビデオに収め，さ
らに当時のことについてインタビューをした。
３．６ 調査結果
後の調査考察のため，以下の各事例を，１）被調査者氏名，２）調査
対象の歌のメロディ，３）伝承作品のメロディについてのインタビュー
に対する答えの概要，の順で述べていく。
事例１ １） 陽煥宜
２）『十打』を「読紙読扇」のメロディで歌ったが，体調がよ
くないため，“三打”まで歌った。
３）『十打』をいつも「読紙読扇」のメロディで歌うのか，と
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いう質問に対して，「そうです。」と答え，「あなたは女書
について調べているでしょ？」と聞き返されたのだった。
事例２ １） 何艶新
２）『十更愁』は「読紙読扇」のメロディとはまったく違って
いる現地のメロディ（地方劇のような曲調）で歌った。一
定の旋律があって，歌の内容は悲しいので，“三更”まで
単純に繰り返して歌った。
『孟姜女送夫』は，それまでにいつも「読紙読扇」のメロ
ディで歌ったが，違うメロディも歌えると言って，地方
劇のようなメロディで歌った。
３）『孟姜女送夫』は「読紙読扇」のメロディと現地伝統的な
メロディと，両方で歌えるのか という質問に，『哭嫁
歌』・『十更愁』のような現地のしきたりに決められた歌
以外は，元々ついている伝統的なメロディで歌ってもい
いし，「読紙読扇」のメロディで歌ってもいいと答えた。
事例３ １） 何静華
２）『十繍』、『五更愁』、『哭嫁歌』、『小歌堂上庁歌』の四曲と
も「読紙読扇」のメロディと違った，現地の伝統のメロ
ディで歌った。
３） 以上の四曲は「読紙読扇」のメロディでも歌えるかとい
う質問に，『哭嫁歌』と『五更愁』以外は歌えるが，“坐
歌堂”のように，大勢の人がいっしょに歌う場合は，や
はり伝統的なメロディで歌うのが普通だと語った。
事例４ １） 蒲麗娟
２）『十繍』、『嫂嫂厭妹妹』と『青山鳥子』の３曲を，ともに
現地の伝統的なメロディで歌った。
３）「読紙読扇」のメロディで以上の歌を歌うことができるか
という質問に，いまのところでは，まだ歌えないと答え
た。さらに，いま歌える昔“坐歌堂”の歌は全部母親か
ら教わったが，現地の伝統的なメロディは歌いやすいの
ですぐ覚えられるが，「読紙読扇」のメロディは難しいの
で，なかなかうまく歌えないと述べた。
事例５ １） 蒲秀奎
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２）『哭嫁歌』を現地の伝統的なメロディで何静華と掛け合い
で歌った。
３） インタビューは行わなかった。
４． 考察
以上の調査内容と結果から，以下のことがわかる。
まずは，５名の被調査者のうち，４名は伝承作品を現地の伝統的な
メロディで歌った。中には，何艶新が歌った『十更愁』と何静華が歌っ
た『五更愁』のような，村によって歌詞やメロディが違うものもあるが，
どちらも元のメロディがついている。
しかし，興味深いのは，いままで何艶新がずっと「読紙読扇」のメロ
ディで歌ってきた『孟姜女送夫』を，今回違うメロディで歌ってくれた
ことである。つまり，同じ歌をどちらのメロディで歌ってもよいという
ことになる。また，最年長の陽煥宜が代表的な伝承作品の『十打』を「読
紙読扇」のメロディで歌ったのも同じことであろう。インタビューの答
えを見てわかるが，今回の女書伝承者３名が一様にそれを認めている。
ただし，『哭嫁歌』と『五更愁』など，現地の伝統的なしきたりを除い
て，たとえ元のメロディがついている伝承作品であっても，「読紙読扇」
のメロディで歌っても良いということである。
この点について，筆者はこう考えている。当時，村には文字が書けな
い女性が大多数である環境の中で，女文字を使って歌を書き，またその
作品を見ながら歌うことができることは非常に誇らしいことだと想像で
きる。趙氏は『女書と女書文化』（趙麗明著，１９９５年，新華出版社，P８５）
ではこう述べている。
「（女書作品）の作者は，現地の女書に精通している“知識人”で
あり，女書作品の中では彼女たちのことを“君子女”と呼ばれ，“歌
の頭”とも呼ばれていた。……（このような女性は）村によっては，
一人か二人しかいなかった村もあったし，多くとも十数人しかいな
かった村もあった。」（筆者訳）
女書作品を書くことができ，「読紙読扇」という特別なメロディで女書
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の歌が歌えた女性は，当時非常に尊敬される存在だったということであ
る。
陽煥宜は，若いころ「結拝姉妹」の経験があり，その姉妹たちも女文
字を読むことができるということである。彼女たちのような女性が集ま
ると，女性の誰もが読めるのではない女書作品を手にし，誰もが歌える
ものではない「読紙読扇」のメロディで歌うことは，彼女たちにとって
ある種のステータスを示すことになり，またその場にいる女性たちの親
密度をアピールすることになるのであろう。だから，女書文化が盛んな
時期では，“坐歌堂”などの集まりのときに，たとえ現地に伝わる伝統
的なメロディがついている伝承作品であっても，「姉妹」たちは敢えて
「読紙読扇」のメロディで歌ったのであろう。
それに対して，当時まだ少女時代だった何艶新と何静華は，「結拝姉
妹」などの経験がなかったどころか，中華人民共和国の成立により，男
女問わず誰でも学校に行って漢字を学ぶことができる世の中になったた
め，女文字を習得する必要はなくなったのである。そもそも漢字文化に
比べて女文字は完全に劣勢にあるので，次第に女書文化が衰え，「読紙
読扇」のメロディで歌う人も少なくなった。しかも，単調で暗い「読紙
読扇」のメロディよりも民歌などのメロディはバラエティに富んでいて，
リズムも鮮明である。だから，何艶新と何静華の時代では，大勢でいっ
しょに歌うときには，「読紙読扇」のメロディよりも，現地の伝統的な
メロディで歌うのが一般的だったということであろう。
女書文化の時代をまったく知らない，さらに若い世代の蒲麗娟は，伝
承作品の歌を伝統的なメロディでしか歌わず，「読紙読扇」のメロディ
ではまったく歌えないのである。それはおそらく，民歌や現地の伝統的
なメロディは，一定の旋律の規則と鮮明なリズムがあって，学習しやす
いのに対して，「読紙読扇」のメロディは恣意性がかなりあるので，単
純に真似て歌うことが難しいからであろう。
以上の考察から，次のようなことにまとめることができよう。
その１，元々伝承作品についているメロディは，往々にして現地に伝
わっている伝統的なメロディや民歌のメロディが多い。
その２，本稿の３「女書創作作品のメロディの特徴」に挙げた「個々の
歌によってメロディが違うだけでなく，歌い手によっても違って
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いる」かなり恣意的な「読紙読扇」のメロディと比べて，元来メ
ロディがついている伝承作品は，その旋律やリズムに一定の規則
があり恣意性が見られない。
その３，伝承作品のメロディは，歌い手による変化がないので，創作作
品の歌，厳密に言うと「読紙読扇」のメロディよりも習得しやす
い。
その４，ごく少数の伝承作品を除いて，元来のメロディで歌うほかに，「読
紙読扇」のメロディで歌うこともできる。
その５，そういった伝承作品は，陽煥宜を含めそれ以前の世代は，「読
紙読扇」のメロディで歌いたがる傾向が見られるのに対して，何
艶新や何静華以降の世代では，できるだけ現地固有の伝統のメロ
ディで歌うのが一般的である。
６． 今後の研究課題
目下，女書作品のメロディに関する研究の難題の一つは，女書歌の音
声資料，特に他界した昔の女書歌人の音声資料がたいへん少ないことで
ある。さらにとても残念なのは，今年の９月２０日に，現在唯一の若いこ
ろに女書の歌で「結拜姉妹」と交流した経験をもつ９８歳の女書伝承者陽
煥宜も他界し，筆者は女書研究に対してたいへん危機を感じている。し
たがって，早急になお健在の女書伝承者の協力を得て，研究を進めなけ
ればならない。メロディの研究に関しても，まずはできるだけ現地に赴
いて大量の音声資料を収集し，そのデータを整理，分析することがとて
も大切である。
更なる課題としては，恣意性が強い「読紙読扇」のメロディに共通点
がないかを調べること，また，「読紙読扇」のメロディと伝承作品のメ
ロディとの関連性や瑶族の歌のメロディとの関連性も調べてみたい。
注
１） 血縁関係にない女性同士が義理の姉妹関係を結び，生涯にわたって親密
な関係を持ち続けること。
２） 江永県上江墟鎮一帯の女性たちが，ある単調でやや暗いメロディで女書
作品を歌うこと。
３） 江永県上江墟鎮一帯の女性が結婚して三日目に，義理の姉妹や女性の親
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族から贈られる小冊子や扇子，ハンカチなどに女文字で書かれた女書作
品のことで，花嫁にとって一生の宝物になる大事なプレゼントである。
４） 慕っている血縁関係にない女性に，義理姉妹の関係を結びたいという趣
旨を書いた手紙とそれに同意する手紙のことである。
５） 女書伝承者たちが自分の生活経歴を女文字で書いた詩歌体の自叙伝のこ
とであり，ほとんどは悲しい内容である。
６） 劉穎（２００１）「女書創作作品のメロディとリズムについて」『成城文藝』
（第１７３号）「５ 終わりに」（１０３）６２頁
７） 何艶新の「自伝書」と「遠藤先生への手紙文」。何静華の「女書研究シ
ンポジウム感想文」と「私の苦しみ」，義年華の「義年華自伝」（何艶新
と何静華が歌う）を指す。
８）１２名の歌い手による１６曲の女書歌が収録されている。
９） 現地伝統的な数え歌。内容は，「一は天上の嫦娥の眉のような月を，二
は獅子が球を奪い合い，三は三人の英雄が義理の兄弟を結び，四は，四
人の童子が観音を拝み，五は，「五娘」が「文正」に口説き落とされ，
六は，金鶏が鳳凰と向き合い，七は天上の七姉妹，八は神仙呂洞濱，九
は黄龍が水と戯れ，十は，鯉が龍門を飛び越える。」（『中国女文字研究』
遠藤織枝著，２００２年，明治書院，p２６より）のように十まで歌うのであ
る。“打”は「編む」や「織る」という意味である。
１０） 現地の女性達は花婿の家に嫁ぐ三日前に集まって歌う花嫁と別れがたい
気持ちを表す惜別の歌である。「五更愁」は一般的だという。
１１） 万里の長城を建築するよう強要された夫を見送る歌である。
１２） 同９）。“繍”は刺繍するという意味である。
１３）１０）とほぼ同じである。
１４） 花嫁が嫁ぐとき家族や親族，または親友たちと掛け合いで歌う惜別の歌。
１５） 花嫁を送り出す二日前に歌う惜別の歌の一つ。
１６） 江永県上江墟鎮一帯の女性が結婚する三日前から，村の女性たちは寺や
花嫁の家の“大堂”（居間）などに集まり，花嫁を送り出すために三日
三晩歌いつづけ，花嫁と別れたくない気持ちや今後の幸せを祝福するこ
とを表す風俗習慣である。
１７）「従来女性たちの担当とされた，綿繰り，糸紡ぎ，機織り，縫い物，刺
繍，布鞋作り，などを家でして，家族の着るもの，身につけるものの全
てをまかなっていた。」（『中国女文字研究』遠藤織枝著，２００２年，明治
書院，p７より）
１８） 両親をはじめ自分の家族全員が自分が嫁に行くことを寂しく思っている
のに，兄嫁だけが自分がこの家を出ることを喜んでいる内容の歌。
１９） 嫁が実家から夫の家に戻ってきたとき，夫の家族がそれぞれ示した冷た
い態度を歌う歌。
２０）１６）を参照。儀式の進行としては，嫁ぐ三日前は「 屋」といって，「五
更 」や「十更 」などを歌って終了。二日前は「小歌堂」といって暗
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くなるまで歌って終了。前日は「大歌堂」といって，翌日の朝花嫁を送
り出すまで徹夜して歌い続ける。
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